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概要 

 
この How to ガイドでは、「Acumatica Bot – Excel を基にイベントを作成」をご紹介します。繰り返

しの多い手作業に貴重な時間とリソースを費やす代わりに AutoMateに任せて、RPAによる自動化で

IT とビジネスプロセスを合理化しましょう。AutoMate の支援により、ボットが手作業を代行するこ

とで反復作業を大幅に減らし、作業の品質と一貫性を向上させることができます。自動化されてい

る主なプロセスは、レポート作成、ファイル移動、データのインポートとエクスポート、バッチ処

理のスケジューリングです。 

「Acumatica Bot – Excelを基にタイムアクティビティを作成」は、Acumatica Contract-Based REST API

をベースにしています。HTTP メソッド「TimeEntry」を実行することで Acumatica のタイムアクティ

ビティを作成し、その実行結果で Input Excel ファイルを更新します。このボットは、認証に単純な

Login to the Serviceメソッド（ユーザー名とパスワード）を使用します。詳細については、「必要条

件」と「入力ファイルの作成方法」のセクションをよくお読みください。 

  



 
 

 

必要条件 

 
• AutoMate: Acumaticaボットは動作に AutoMateを必要とします。最低限サポートされているバー

ジョンは以下の通りです: 

o Automate Ultimate 11.2 

o Automate Plus 11.2 

o Automate Desktop 11.2 

• AutoMate Markup Language file (.AML): Acumatica ボットタスクのステップを含む AutoMateで使用

される主要なファイル形式 

• Acumatica: 最低限必要なものは以下の通りです。 

o Acumatica Contract-Based API:  まだインストールされていない場合は、Acumatica ERP 

Configuration Wizardをインストールし、新しい Acumatica ERP Webサイトを作成すること

で Contract-Based API を使用することができるようになります。コントラクトベース API

は、Webサービス APIが提供するオブジェクトモデル上に構築されています。 

o 適切な権限を持った Acumaticaアカウント: AutoMate ボットから Acumaticaイベントを作

成できるようにするには、新しいアカウントを作成するか、「Time and Expenses」モジ

ュールに適切な作成権限を持つ既存のアカウントを使用する必要があります。管理者権

限をお持ちでない場合は、Acumatica管理者にお問い合わせください。 

o Acumatica API Version: このボットは「18.200.001」バージョンで作成されていますので、

お使いのシステムでこのバージョンが利用可能である必要があります。 

• Acumatica の接続値を設定するために作成する AutoMate定数: 

o const_AcumaticaURL:  お客様のドメインと Acumatica ERPインスタンスの Acumatica URL 

例:  http://localhost/AcumaticaDB 

o const_AcumaticaCompany:  ログオンする Acumaticaの企業 ID 

o const_AcumaticaLocale:  使用するロケール言語。例 "en-US" 

o const_AcumaticaUserName:  Acumatica にログオンするためのユーザー名です 

o const_AcumaticaPassword:  Acumaticaにログオンするためのパスワードです 

  

http://localhost/AcumaticaDB


 
 

 

 AUTOMATEタスクのインポート方法 

 
互換性のあるファイル形式は、ドラッグ&ドロップでレポジトリに取り込むことができます。 

サーバー管理コンソールから[レポジトリ]セクションに移動します。 

目的のファイルを元の場所からドラッグして、SMC 内のフォルダにドロップします。ファイルは、

フォルダーアイコンまたはメインパネルにドロップすることができます（下図参照）。インポート

されたオブジェクトは、自動的に対応するリポジトリの場所に配置されます。 

 
  



 
 

 

入力ファイルの作成方法 

 

 Acumaticaボットに同梱されている入力ファイル「Acumatica Create Time Activities INPUT.xlsx」

は、トランザクションのすべてのフィールドを自動的に補完するための自明なガイドを提供します。 

Acumatica create Time Activity の画面: 

 

 

Excel 入力ファイル 

 

 

 

 

 

 

注:  

• 赤い項目は必須項目です。   

• 赤字で解説されているフォーマットに注意してください。 

• INPUTファイルの列Mから Oには処理の実行結果と Time Activity IDが入力されます。実

行結果の例は付録 A をご覧ください。 

  



 
 

 

「ACUMATICA BOT – EXCELを基にタイムアクティビティを作成」の実行方法 

 
このタスクを初めて実行する場合、いくつかのパラメータを設定する必要があります。 

サーバー管理コンソールを開き、インポートしたタスクを探します。 

インポートしたタスクを右クリックし、「編集」を選択して編集します。

 

 

 

ステップ2からは、次の変数をご希望の出力に合わせて編集してください:  

• var_ExcelInputFile: Acumatica Create Time Activities INPUT.xlsxのフルパス及びファイル名 

例: “D:\Automate\ Acumatica Create Time Activities INPUT.xlsx” 

 

タスクを保存して閉じます。 

  



 
 

 

タスクを選択し「実行」をクリックします。 

 

 

 

エージェントを選択し、もう一度「実行」をクリックします。 

 

  



 
 

 

付録 A –EXCELの出力と ACUMATICAタイムアクティビティビューの EXCELの例 

 
 

結果が出力された Excelファイル: 

 

 

 

 

 

 

 

注:実行結果は列 MからOに記録されます。列Oには Acumaticaによって作成された Time Activity 

IDが出力されます。 

 
 
 

 Acumatica タイムアクティビティビューの結果:  

 

  



 
 

 

付録 B – トラブルシューティング 

 
 
 

• ログ: 実行毎に、トラブルシューティングのためボットはログファイルを作成します。 

ログファイルは C:\Automate\Tasks\<<TASK NAME>>に保存されます。デフォルトでは、タ

スク名は Acumatica Bot – Create Time Activities from Excel INPUTです。 
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